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一般社団法人自転車安全対策協議会   

自転車ヘルメット着用見舞金制度についてお知らせ 

 

 
⼀般社団法⼈⾃転⾞安全対策協議会（代表理事 橘 英嗣、以下 当協議会）」は、当協議会のサイ

クルメンバーズ会員向けに『⾃転⾞ヘルメット着⽤⾒舞⾦制度』を創設しました。 
当⾒舞⾦制度は、⾃転⾞⽤ヘルメットを着⽤し⾃転⾞搭乗中に事故に遭った際に⾒舞⾦を給付する制
度です。 
 

1． 背景・経緯について 

改正道路交通法の施⾏により、令和５年４⽉１⽇から全ての⾃転⾞利⽤者のヘルメット着⽤が努⼒
義務化されました。⾃転⾞事故で死亡した⼈の約 5 割（※1）が、頭部に致命傷を負っています。ま
た、ヘルメットの着⽤状況による致死率では、着⽤していない場合の致死率は、着⽤している場合と
⽐較すると約 2.1 倍も⾼くなっています。⾃転⾞⽤ヘルメットを着⽤し、頭部を守ることが重要です。 

しかし、警察庁の調査（※2）では⾃転⾞利⽤者のヘルメット着⽤率は全国平均で 13.5％となってお
ります。当協議会では、⾃転⾞ヘルメット着⽤率の向上と⾃転⾞事故時の被害軽減のため、『⾃転⾞ヘ
ルメット着⽤⾒舞⾦制度』を創設いたしました。 

※1 警察庁統計 平成 30 年から令和 4 年までの全国における⾃転⾞乗⽤中死者の損傷部位の割合 
※2 警察庁 令和 5 年 7 ⽉⾃転⾞乗⾞時のヘルメット着⽤率の全国⼀⻫調査 
 
2． 『自転車ヘルメット着用見舞金制度』の概要について 

令和 6 年 4 ⽉ 1 ⽇より『⾃転⾞ヘルメット⾒舞⾦制度』を開始しました。当協議会の会員（みんな
の⾃転⾞保険、おおさか府⺠の⾃転⾞保険等のサイクルメンバーズ会員）が⾃転⾞⽤ヘルメット着⽤
中に事故に遭い、死亡、またはケガをした際に⾒舞⾦が⽀払われます。 

・死亡の場合、死亡⾒舞⾦ 10 万円 
・ケガの場合、傷害⾒舞⾦ 1 万円（連続して 3 ⽇以上⼊院した場合） 

詳細につきましては、当協議会のホームページ（https://bsc.hprtsa.jp/）をご確認いただくか、⼀般社
団法⼈⾃転⾞安全対策協議会までお問い合わせください。 
 
 

3． 自転車安全対策協議会について 

⾃転⾞安全対策協議会は各⾃治体などと連携し、⾃転⾞の安全利⽤啓発や⾃転⾞条例の周知、公共
性の⾼い⾃転⾞保険を開発、運営している団体です。全国の⾃治体で施⾏されている⾃転⾞安全利⽤
条例で⾃転⾞保険加⼊義務化に適応した、だれでも安価で簡単に加⼊できる⾃転⾞保険を提案してい
ます。 



 

【本件に関するお問い合わせ先】

⼀般社団法⼈⾃転⾞安全対策協議会
事業部 担当：⾼畑   takahata@hprtsa.jp 

〒530-0041 ⼤阪市北区天神橋２丁⽬北１番２１号 
代表電話 06-6356-7788(平⽇の午前９時から午後５時まで) 
ＦＡＸ  06-6346-7789 


